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四国地方の始新統ひわだ峠層から

産出した板鯛類化石

中野雄介＊ ・次重克敏*＊

SelachianfbssilhomtheEoceneHiwada-togeFormation

ofShikokuDistrict,SouthwestJapan

NAKANOYIIsukeandJIJUKatsutoshi

Abstract

Aselachianibssil tooUl isdiscoveredfi･omtheEoceneHiwada-togeFormationinKumaTown,Shikoku.This

specimenisidentifiedasOdontaspididaegenetsp・indet.Thefirstdiscoveryofthistaxonfi･omKumaareahas

importantmeaningtoelucidatethetemporalandspatialdistributionofselachianfbssilsinSollthwestJapan.

LivingselachiansofOdontaspididaecommonlyinhabit inopensea,whel℃warmcurrentHows. Thediscovery

ofthisspecimenalsoindicatesthatKumaareaintheEocenedidnothaveinletpalaeogeography,butfilcedtoopen

Sea．

1 ．はじめに

愛媛県中部の久万地域に分布するひわだ峠層（成田

ほか， 1999）から板鰡類の歯化石が発見された．久万

地域からの板鯉類化石は，これまでにひわだ峠から未

定種の歯化石および中条からO"0""Wssp.の産出が報

告されている（永井， 1972；上野ほか， 1975)． これ

らは，産出した岩相および産地からひわだ峠層中に含

まれていたものと考えられる.本論で検討する標本は，

上野ほか(1975)による既報告の化石標本と同科に属

するものの別のタクサである可能性が明らかとなっ

た． したがって，本標本が西南日本の板鰡類化石相を

明らかにする上で重要な資料となりうる．本論では標

本の記載を中心に，その産出意義について考察する

なお，標本は島根大学総合理工学部地球資源環境学教

室に保管されている．

FI91Thelocalityoitheiossil toothoithispaper inKumaTown,

Shikoku(usingtopographicmapof ''Souzumscale

1/25,000publishedbytheGeographicaiSuIveylnstitute
oiJapan).

2．地質概説

愛媛県の久万町ひわだ峠から二名にかけて分布する

ひわだ峠層は，結晶片岩礫からなる一般に淘汰の良い

細礫岩層で，一部に中礫岩，アルコース砂岩，シルト

岩を挟在する．中条地域では多量の海緑石を含む石灰

質砂岩を挟在することが知られている（木原, 1985) .

ひわだ峠付近からは，二枚貝類のOs""sp.,中条から

はサンゴ類のBaﾉ""hy"α?sp.などの海生化石を産出

している（永井， 1972)．産出化石や堆積学的な見地

に基づいて，ひわだ峠層は海成層と考えられている

(木原, 1986;成田ほか, 1999) .

板鯛類化石は，愛媛県上浮穴郡久万町二名に分布す

るひわだ峠層から産出した(Fig. 1) 産出地点付近の

ひわだ峠層は比較的淘汰の悪い細礫岩ないし粗粒砂岩

からなり，石灰質で固結がかなり進んでいる．礫は主

＊〒690-8504松江市西川津町lO60島根大学大学院理学研究科地質学専攻

**〒739-8526東広島市鏡山1-3-1 広島大学大学院理学研究科地球惑星システム学専攻

－7()一



冠は舌側面方向に湾曲しながら上方へのびている．

歯冠の尖頭付近ではわずかに遠心方向に傾いている．

歯冠の舌側面は強く凸状を，唇側面は平坦面をなす．

歯冠舌側面上には歯冠上方にまで達する明瞭な線条が

みられ，特に歯冠基底付近において不規則な波状を呈

している．歯冠の両縁には滑らかな切縁がみられ，歯

冠基底付近ではその発達が弱くなる．近心縁は緩やか

にS字状を，遠心縁は凹状をなす．

同定：本標本は，上方に延びた咬頭強〈凸状を呈

した舌側面, S字状を呈した近心縁の3つの形態的特

徴をもつことから前歯と考えられる．歯冠の形状に基

づいて，本標本はオオワニザメ科(Odontaspididae)

あるいはミツクリザメ科(Mitsukurinidae)の歯であ

ることが推察される． ミツクリザメ科の歯は比較的狭

い歯冠をもち，歯冠舌側面上には平行な線条をもつこ

とでオオワニザメ科の歯とは区別きれている (Kent、

1994) . この点に基づくと，本標本はミツクリザメ科

とは異なるものと考えられる．オオワニザメ科におい

ては，白亜紀前期以降の地層から産出している化石種

(Cappetta,1987)や幅広い生息域をもつ現生種

(Compagno,1984)が知られている. Cappetta (1987)

によると，オオワニザメ科は6属で構成されている．

このうち, S""0/a"α属とC"c〃α減(zs属は歯冠舌側面

上に線条がみられる． これは本標本と共通した特徴で

ある．前歯において，これら2属は咬頭の近心縁観，

歯冠舌側面上の線条および副咬頭の大きさ(Cappetta,

1987)や形状(Kent, 1994)に基づいて区別されてい

る． しかしながら，本標本は歯冠基底部から歯根の大

部分を欠損していることから, S""io〃""α属と

C"cﾙαγ"s属のどちらに同定されるかを判定すること

は困難であった． Siverson (1996)は最近になってオ

オワニザメ科に属する〃”ん““属を新属として提唱

した．ﾉﾘﾙ"ん”"α属の前歯は，大きな歯根と円錐形の

咬頭，その両側の鋭い副咬頭をもつことで特徴づけら

れる(Siverson,1996) . しかしながら，歯冠舌側面上

は滑らかで，線条をもたないことから本標本とは明瞭

に区別される． したがって，本標本を属レベルで同定

することは困難であると考え, Odontaspididaegen.et

sp. indetと同定した．

a

－

Fig.2.Odontaspididaegen・etsp. indet.a: linguaiview;b:mesial
view;c:labiaiviewScalebar=10mm.

に三波川変成岩類の角礫・亜角礫より構成され，基質

にその岩片および海緑石を含むことから緑がかった岩

相を示す． コケムシ・石灰藻・軟体動物・有孔虫など

の海生化石片が含まれている．

ひわだ峠層（＝ひわだ峠細礫岩層；木原, 1985) Ij:,

従来久万層群を構成する部層の1つとされてきた（木

原, 1985)．その後，久万層群の大部分を占める陸成

層のうち2つの部層から中新世を示す複数の放射年代

が得られたのに対し（鹿島・武智, 1996ウ成田ほか，

1999；竹下ほか， 2000)，ひわだ峠層は渦鞭毛藻化石

に基づいて始新統とされ，本層は久万層群から除外さ

れた（成田ほか, 1999)．有孔虫化石に基づいた研究

においてもひわだ峠層を始新統と推定しており

(Hanzawa,1959;MatsumaruandKimura,1989),本論で

もこの考えを支持する．

3．記載

ネズミザメ上目 SuperorderGaleomorphiiCompagno

l973

ネズミザメ目OrderLamnifbrmesBergl958

オオワニザメ科FamilyOdontaspididaeMUlleretHenle

1839

Odontaspididaegen･etsp. indet

(Fig.2)

標本：愛媛県上浮穴郡久万町二名付近に分布するひわ

だ峠層から産出した1標本

標本番号:T3539.

標本の保管場所：島根大学総合理工学部地球資源環境

学教室．

計測値(mm) :歯冠高14.67+ぅ唇側面歯冠高14.79,

舌側面歯冠高12.67ぅ歯冠幅3.78+.

記載：歯冠基底付近および歯根の大部分を欠く．歯全

体の高さは16mm前後である．近心縁観において，歯

4．産出意義

本論で記載された標本は，歯冠舌側面上に条線をも

つことから, 0do""jissp(上野ほか, 1975) とは異

なる歯化石である．ひわだ峠層からの新たなタクサの

産出は，西南日本における板鰡類化石の時空的分布を

明らかにしていく上で重要と考えられる．

始新世の古地理図において，久万地域付近は，南西

から北東方向へ延びた湾の湾奥部にあたり．一部で半
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淡水域が分布していたとされてきた（永井, 1956).

しかし，鹿野ほか(1991)は，久万地域付近におけ

る始新世の古地理を太平洋に面した開放的な海域と想

定している． ここで，板鯏類の多くは暖流の影響の強

い海域を好むことが知られている． もし，当時の久万

地域が湾奥部のような閉鎖的な海域であったならば，

一時的に海流が流入したとしてもその流れは存続し得

なかったと考えられ，久万地域付近への暖流の影響は

弱かったことになる． しかし，板鯉類化石の産出は，

当時の久万地域が暖流の流通しやすい海域であったこ

とを示すものであることから，閉鎖的な海域ではなか

ったものと推定される．本論による板鰡類化石の産出

は， このような古海況の推定を支持する新たな証拠で

ある． また，始新世における板鰡類の生態が現生の近

縁種のものと類似していたとすると，オオワニザメ科

に属する現生種の“沈加"“〃"γ"sがサンゴ礁の分布

する暖海域を好む(Compagno,1984)ことからも，当

時の久万地域付近が暖流の影響に支配された海域であ

ったと裏付けられる以上のことから，板鯉類化石の

産出は，始新世における久万地域付近が暖流の流通し

やすい開放的な海域であったことを示すものと考察さ

れる．

"SSiS(OPPENEIM), inJapan.Contributions廿omthe

CushmanFoundationibrfbraminiferalresearch,X,119-

122.

鹿野和彦・加藤砿一・柳沢幸夫・吉田史郎(1991)日

本の新生界層序と地史．地質調査所報告， 274，

l l4pp.

鹿島愛彦・武智賢樹(1996)四国，石鎚山第三系久万

層群の凝灰岩のフイッション・ トラック年代.岩鉱，

91 , 196-200.

Kent,BW(1994)Fossil shal･ksoftheChesapeakeBay

Iegioll･EganRees&Boyerlnc.,Mal･yland. 146pp.

木原茂樹(1985)愛媛県中央部，久万町周辺の始新統

久万層群の層序と堆積環境術造地質研究会・砕屑

性堆積物研究会編「"スランプ相”の形成とテクト

ニクス｣, 133-144.

木原茂樹(1986)四国北西部，古第三系久万層群の三

波川変成岩類源堆積物について．砕屑性堆積物の研

究（砕屑性堆積物研究会)， 4, 33-40．

Matsumam,KandKimura,K.(1989)Largerfbraminifera

fromtheEoceneShimizuandMioceneMisaki

Formations inTosaShimizuCity,KochiPrefecture,

ShikokU,Japan.ZWZ"S.BりcbRz""".Soc.ﾉ""2,N.

S., 156,255-269.

永井浩三(1956)石鎚山第三紀層の地質時代と西部日

本古第三紀の古地理．愛媛大学紀要Ⅱ部． 2, 145-

154.

Nagai,K(1957)TheupperEoceneFloraoftheKuma

Group, inthelshizuchiRange,Shikoku,JapanMe",

""eUM".,Sect.n,(Sci.)n.7382

永井浩三(1972)四国，始新統久万層群愛媛大学紀

要自然科学Dシリーズ（地学)，Ⅶ巻, 1, 1-7.

成田耕一郎・山路敦・田上高広・栗田裕司・小布施

明子・松岡数充(1999)四国の第三系久万層群の堆

積年代とその意義．地質学雑誌105, 305-308.

Siverson,M(1996)LamniformsharksoftheMid

CretaceousAlingaFonnationandBeedagongClaystone,

WestemAustralia.HzI"0""ﾉ堰y,39,813-849.

竹下徹・田中秀実・板谷徹丸（2000）四国西部“石

鎚山第三系”のK-Ar年代とその意味．地質学雑誌

106,308-311.

上野輝彌・鹿島愛彦・長谷川善和(1975)四国産白亜

紀および第三紀のサメ類化石.国立科学博物館専報，

8. 51-57.

謝辞

本標本の発見者である熊本大学の坂井三郎博士には

研究の機会を与えていただいた．鳥取大学の矢野孝雄

助教授には，ひわだ峠層の地質に関して貴重な御意見

をいただいた． また，地質調査所の兼子尚知氏には現

地で有益な御指摘をいただいた．島根大学の瀬戸浩二

博士には粗稿を読んでいただくとともに，有益な御助

言をいただいた．広島大学大学院の椋田崇生氏には古

地理図に関する論文を提供していただいた．以上の

方々に感謝の意を表する．

文献

Cappetta,H.(1987)Chondrichthyesm,Mesozoicand

CenozoicElasmobranchii.HIZ""00"q/""oiCMlyO/岨y,

3B: 193pp,GustavFisher,Stuttgart.

Compagno,L.J.V.(1984)FAOspeciescatalogue.Sharks

oftheworldAnannotatedandillustratedcataloglleof

Sharksspeciesknowntodate,Partl-Hexanchifbrmesto

I.3mnifbrmes.Fﾝ10FYS/"iSSy""sis,No.125,249pp.

Hanzawa,S(1959)TheForaminiferalspeciesRz"""

－72－


